












































































































































































































































































































































心に応じて共学に行こうと女子大学に行こうとどち でも構わないと思いますよ。ただ、敢えて 学ぶメリットは何かと問われれば、私は女子大学で学ぶ人たちは二つの異なる社会を生きる、二つの異なる文化を体験することができるというと ろにあると思うんですね。
もちろん、
私たちは通常は生まれてこのかた、男女によって構
成された社会の中で生きて 。たとえば家庭にはお父さんがい、お兄さんがい、社会にはさまざま異性がいと。その中でつかみ取る女性らしさと うこともたしかにあると思 ます。 間は自分とは異質なものの中に身を置くことによって、却って自分が






























































































































































































































































































































































































































































































私もなるほどなと思いました。もちろん個人差はあると思いますが、で 男性のリーダーシップ 取り方 女性のリーダーシップの取り方にはあきらかに違いがあるのではな でしょうか
ポンパドゥール夫人が男だったら、サロン文化は成立したのか




























































や権力のやり取りをするというかたちで換算される世界でのリーダーと、たとえば「ととのえ、もて す」 限定されたそれぞれの場で、しか その全体をマネジメントする ようかたちでのリーダーとは、どれだけ違うのか。
いま伊藤さんがそこを分けて考えるのか考えないのかという問




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































それが「下田教」や「実践教 になってはいけない。常に 教育理念を今の時代にひきつけて、我々は女子大ですので、今の女子学生の人材育成には何が必要な かをそこから
引き出してくる。




































































を書きまして、これを活用しながら授業を ております 内容は学祖が遺されたさまざまな大事な言葉を古今東西の古典や 想
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当時 女性たちの多くが、自分 考えや自分のあり方に自信を持てないために、すさんだ精神状態にあり そしてず ぶん すさんだ生活を送っていることを、 くつも 文章の中で嘆 ています。そういう女性たちに、いかに自信を持たせるか、自分たちのやっていることが社会に対して、あるいは社会とは言わなくても、いろいろな場面で意味があるという自信を か 持たせるか。つまり、女性たちがプライド、自尊心といったものを持ち、誇り高く生きていけることを願って、彼女はこの文章 書き そして実践女子学園を設立した 私は考えております。
先ほど竹内先生がおっしゃったように、現代を生きる私たちも、
下田歌子研究所開所記念シンポジウム「下田歌子と現代女子教育」67





























あるいは下田歌子研究所の年報などでもまた報告させて ただたいと思 ます。今後もこのようなシンポジウム 講演会を催してまいりたいと思います。引き続きみ さんにご参加 ただければと思いますのでどうぞよろ くお願いいたします。本日はまことにありがとうござ ました。
（拍手）
